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注二略語説明など CSS(C】ientServerSystem),DB(Database),-■ト(トランザクションを伝搬するRPC･メッセージ),--(RPC･メッセーシ)

CSSから分散オブジェクトシステムへの流れ

分散化によって出現したCSSは,多様化･大規模化の涜れの中で3階層CSSに拡張され,さらにより柔軟なシステムを目指して分散オブジェク

トシステムヘと発展しつつある｡この枠組みの中でトランザクションも拡張されてきているぐ-

ネットワークの普及とともに,システムはますま

す分散化する傾向にある｡広域に分散した計算機上

で独‾丁/二に助作するソフトウェアを川いて一つの機能

を実現する場合には,一部の苅一等機に障害が発勺三し

た場合などに対処する障プ手管埋(トランザクション

管理と言う｡)が必要であり,高い信頼性が求められ

る企業情報システムには必須(す)である｡

そのため,分散オブジェクト指向システム向けの

トランザクション処理仕様"OTS”(ObjectTraIIS-

action Service)に準拠したトランザクション管理

*l川二醐1三巾ソフトウエア閑雅本別 **し川二製作所怖糀･油†.川宅二】党本部

システムを開発した｡0′11Sはオブジェクト指向技術

の標準化凹体OMG(Object Management Gr()up)

が制左した業界標準什様である｡

開発したシステムは,実績のあるH立トランザク

ション管坤システム"OpenTPl''の椎々のサービス

機能を備えており,従米のDBシステムがそのまま利

柑できるDBインタフェースもある｡これによi),オ

ブジェクト指向によるソフトウェア牛産件の良さ

と,トランザクション管理による高い信頼件の内名-

を卜耶寺に実現するシステムの開発が容易になった｡
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n はじめに

近年のワークステーションやパーソナルコンピュータ

サーバの汁一視により,企業のコンピューティング環境は

急速に分散化されつつある｡一方,企業の基幹システム

を支えるトランザクション処理,およびオープン化に伴

うDBMS(Database Management System)･GUI

(GraphicalUserInterface)フロントエンド統合という

観点から,分散環境インフラストラクチャとしての分散

OLl､P(Online Transaction Processillg)の車要件が増

している｡OpellTPlは,分散システムのモデルの一つで

あるクライアントサーバモデルで,その要求にこたえる

ために開ヲ芭された｡一方,広域な分散環境に適応したシ

ステムとしてのCORBA(CommonObjectRequestBro-

kerArchitecture)が急速に注目されつつある｡

このたび,OpenTPlのトランザクション機能を/仁かし

て,CORBAに対応するOTSを実現した｡実現に際して

は,米国PostModern Computing Technologies社の

CORBA準拠製品であるORBeline※1)とOpenTPlをベ

ースとして,同社と共同開発を行った｡ここでは,分散

オブジェクト管理のサービス,およびOTSの実現方法･

利別環境について述べる｡

国 分散オブジェクト管理のサービス

オブジェクト指lら】技術の標準化団体OMGは,図1に示

すOMA(ObjectManagementArchitecture)を規定して

いる｡OMAの各要素を実現することによl),分散オブジ

ェクト管理環境が実現できる｡各要素の概要を次に示す｡

(1)オブジェクトリクエスト ブローカー(ORB)

オブジェクト間の通fこ;インタフェースを規左する機構

である｡ORB(CORBA2.0)を榊し-ることにより,オブジ

ェクトの異機種分散環境でのポータビリティとインタオ

ペラビリティが保証される｡

(2)オブジェクトサービス(OS)

オブジェクトを実現したり利用する際の基本的な機能

を提供するサービスである｡現時ぶではネーミング,イ

ベント,トランザクションなどのサービスがCOSSl,

COSS2(Common Object Service Specification V()1-

umel,Volume2)で規左されている(表1参照)｡

※1)ORBelineは,米同PostModerllComputiIlgTechllOl-

0由es社の登録商標である｡
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図l分散オブジ工クト管理モデルと機能

OMGが規定しているOMAでは,オブジェクトリクエスト ブロー

カー,オブジ工クトサービス,コモンファシリティ,ドメインインタ

フェース,およぴアプリケーションインタフェースの各要素がある｡

(3)コモンファシリティ(CF)

エンドユーザーアプリケーションに共通なサービスで

ある｡

(4)ドメインインタフェース(DI)

持去のアプリケーション分野に特化したサービスで

ある｡

(5)アプリケーションインタフェース(AI)

エンドユーザーアプリケーションであり,ORBによっ

て他のオブジェクトと過信が叫能である｡

特にオブジェクトサービスのトランザクション機能

は,OTSとして分散オブジェクト管理のビジネスシステ

ムを実現するサービスのqj核に位置づけられる｡

田 オブジェクトトランザクションサービス

(OTS)の実現方法

3.10TSアダプタとトランザクションマネージャ

COSS2で規定されるOTSの機能は,マクロ的には従来

の1､P(Transaction Processing)モニタの備えるトラン

ザクションマネージャ(TM)機能と同等である｡両者の

違いは,主としてアプリケーションプログラムから見た

場介のインタフェースの差である｡すなわち,TMの場合

はCのライブラリ関数の呼び汁.しとなるところが,OTS

ではオブジェクトに対するメソッドの起軌となる｡

今回は,CORBA準拠製品の-一一つであるORBelineと
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表l分散オブジェクト管理サービス一覧

COSSl,COSS2は標準化が済んでおり,製品化が待たれる｡

分類
オブジェクト

サービス
機能概要

COSS】

イベント
イベント事象を特定のオブジ工クト

に通知する機能

ライフサイクル
オブジェクトの生成,削除,複写など

を制御する機能

ネーミング
特定のオブジェクトを適当な名称に

マッピングする機能

永売売性

オブジェクトを生成したアプリケーシ

ヨン,またはオブジェクトにアクセス

するアプリケーションの生存期間を

超える期間でオブジェクトを活性化

させる機能

COSS2

トランザクション

オブジェクトに対しトランザクション

特性であるACIDの特性を持たせる

機能

同時アクセス制御

一つ以上のオブジェクトから一つ以

上のオブジェクトに同時にアクセス

できるようにする同時実行制御

棟能

関係 オブジ工クト間を関連づける機能

外部変換
オブジェクトに対する標準入出力デ

一夕ストリームを規定

COSS3/COSS4 ライセンス,属性付加,キュー,時間,機密保護(OMG

化予定 で仕様化検討中)

注:略語説明

AC旧(Atomicjty,Consistency,lsolation,Durabi=ty)

クライアント機

アプリケーション

(クライアント)

ORB

OTS

OTS

拡張部

0TSアダプタ

TX,×A＋

インタフェース

トランザクション

マネージャ

TPモニタ製■記■であるOpenTPlをベースにOTS部分を

共トり開発した(図2参照)｡通信部分にはORBを拡張した

ものを用い,トランザクション制御部分はOpenTPlの

TM機能の上に｢OTSアダプタ+と呼ばれるインタフェ

ース変換部分を載せて実現した｡OTSアダブ⊃タはC十十

プログラムであり,アプリケーションプログラムからの

OTSメソッド起助をTMのライブラリコールに変検す

る｡R米の実績ある製品を母体とすることにより,安定

したOTSを短期間で開発することができた｡

TMとOTSアダプタの接続には,Ⅹ/Open標準のTXと

ⅩA十インタフェースを採用した｡TXインタフェース

は,主としてアプリケーションプログラムから要求され

るトランザクションの開始や終了要求を制御するために

使われる｡一方,ⅩA十インタフェースは,梅数ノードの

OTS間や,OTSとデータベースなどリソースマネージャ

(RM)との間の2フェーズコミットの制御に利月]され

る｡このように標準インタフェースを採川したことによ

り,OTSアダプタ部分を他のORB製品やTPモニタ製ふ1

に適用することが容易になる｡

OTSには必要最小限度のOpenTPlサブセットだけを

含めるようにして,所要メモリやディスク容呆を削減し,

定義や運糊負荷も大幅に軽減した｡
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注:略語説明など 丁×(×/Ope【*TXlnterface),XA＋(X/OpenXA＋仙erface),×A(X/OpenXAlnterface)

SQ+(StructuredQueryLanguage),RDBMS(Relatio=alDatabaseMa=agementSystem)

*X/Openは,×/OpenCompanyJimitedの英国ならびに他の国における登録商標である｡

図2 オブジ工クトトランザクションサービス(OTS)の実現方式

OpenTPlのトランザクションマネージャ(TM)の上に,OTSインタフェースを実現するアタックを載せる｡アダプタ

とTMの問はX/Open標準のTXとXA＋を用いて接続する｡データベースとはXAで接続する｡
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3.2 データベースとの接続

OTSとデーターベースの接続は,"Resource”というイ

ンタフェースで行う仕様になっている｡しかし,現在ま

でこのインタフェースを実装したデータベース製占占は市

場に一つも出ていない｡-一方,ORACLE※2)やSybase削)

などオンラインシステムでよく利片ほれるリレーショナ

ルデータベース製占占は,Ⅹ/OpenのⅩAインタフェースを

備えており,TPモニタ製品と2フェーズコミット接続で

きるようになっている｡

現段階でデータベースとの接続には,OTSアダプタを

介さずに直接データベースとTMを接続する方法と,ⅩA

の.LにResourceインタフェースを実現するアダプタ

(RMアダプタ)を設けて接続する方法の二つがある｡R

立のOTSは,ⅩAに対応したOpenl､PlのTMを依って,デ

ータベースとⅩAインタフェースで接続できる｡将来的

には,オブジェクト層でトランザクションが管押できる

アダプタ経由のほうが主流になるであろう｡

巴 OTSと利用環境

こうして実現したOTSは,分散オブジェクト管理_上の

オブジェクト間でトランザクションの伝搬を可能とす

る｡これにより,オフやジュクト指向システムにも,デー

タベースの史新を含めた基幹業務アプリケーションの実

現が吋能となる｡

一方,Ⅹ/OpenDTPモデルとの親和件を配慮して,以

Fのことが可能となっている｡

(1)同一トランザクション内でのORBアプリケーショ

ンと非ORBアプリケーションの共存

(2)既存のアプリケーションやRMとオブジェクトの相

二任アクセス

これらは,現在構築されている分散オンライントラン

ザクション システムと分散オブジェクトシステムの共

存,協調が実行環境で吋能になることを意味する(図3

参照)｡

※2)0IiACLEは,米l叫Oracle Corporationの背録商標で

ある｡

※3)Sybaseは,米凶Sybase,Inc.の｢軌抗名称である｡
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図3 既存の分散システムと協調した分散オブジェクトシステム

既存の分散システムのサービスと分散オブジェクトシステムの

オブジ工クト間でトランザクションが伝搬される｡

さらに,CORBA2.0のインタオペラビリティのサポー

トにより,複数ORB,01､Sの連携が異機種分散環境で叶

能となる｡′卜後各社の対応が進めば,マルチベンダ･マ

ルチプラットフォーム環境で各椎のコンポーネントウェ

アによる柔軟なシステムの構築が可能になる｡

B おわりに

分散オブジェクト環境でのトランザクション処理を実

現するOTSについて,その実現方法と利鞘環境を述べ

た｡現在は,相互接続可能なCORBA2.0を【トじ､に,COSS

などの基本サービス群の標準化が急速に進んでいる｡今

回の共同開発により,分散オブジェクト環囁での実行基

盤の基本技術が確立した｡

今後,CSS環境の大規模化に伴い,分散オ､アジェクトヘ

の対Jふは必須になることはまちがいないであろう｡分散

オブジェクト環境を円いた実際の商H■-j･基幹システムの

構築にl昌=ナて,開発支援系,システム運用系など拡張を

行い,分散オブジェクト環境対応製品を充実させていく

考えである｡
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